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【要旨】キルギス語には /l/ で始まる接尾辞があり、その初頭の /l/ は有声子音に後続する場合、/d/ に交替

する。このことは既に多くの先行研究で指摘されている。しかし、有声子音のうち、特にふるえ音 /r/ に後続

する際の /l/ の交替、すなわち /rl/ という音連続における /l/ の交替に関しては先行研究間で記述の相違が

みられる。本発表はこの /rl/ における /l/ の交替を精査し、以下の 2 つの知見を示すことを目的とする。 

a. 接尾辞側に関して：/rl/ における接尾辞初頭の /l/ の交替は、義務的ではなく随意的なものであり、かつ派

生接尾辞にのみみられる。 

b. 接尾辞接続先に関して：/rl/ における /l/ の交替は随意的であるものの、派生接尾辞 /-lIk/ をみる限り、

「動詞語幹-Ar」が接続先である場合、交替は不活性化する。 

 

1. はじめに― /l/ の交替― 

キルギス語はトルコ語などが属するチュルク諸語の一つであり、中央アジアに位置するキルギス共和国で

主に話されている。同言語は 8 母音体系（/e, a, ø, o, i, ɯ, y, u/）であり、借用語を考慮しなければ子音として 

/p, b, t, d, s, z, k, ɡ, tʃ, ʤ, ʃ, m, n, ŋ, l, r, j/ をもつ。同言語では母音調和と呼ばれる母音の順行同化がみられる。

便宜上、本稿では母音調和により [i, ɯ, y, u] のいずれかで実現する母音を /I/、[y, u] のいずれかで実現する

母音を /U/、[e, a, ø, o] のいずれかで実現する母音を /A/ で表記する。同言語では語幹に種々の接尾辞が接続

することで語が派生し屈折する。そして、そのような接尾辞が接続する際に、接尾辞初頭の子音の交替がみ

られることがある。例えば同言語には /l/ で始まる接尾辞があり、その初頭の /l/ は子音に後続する場合、/d/ 

または /t/ に交替する。例として以下の (1) に複数形接尾辞 /-lAr/ の交替を示す。 

 

(1) 複数形接尾辞 /-lAr/ の /l/ の交替 

直前の分節音 例 /l/ の実現 

子音 

a. 接近音 /j/ 後述（(2) 下、注 1）  

b. ふるえ音 /r/ 後述、本発表での主対象  

c. 側面音 rol-dor“役” /d/ 

d. 鼻音 muɡalim-der“先生” /d/ 

e. 有声阻害音 køz-dør“目” /d/ 

f. 無声阻害音 konok-tor“客” /t/（[-voiced] の同化） 

（g. 母音） too-lor“山” /l/ （交替せず） 

 

 このような /l/ の交替があることは既に多くの先行研究で指摘されている。しかし、(1) で網掛けを施した

接近音 /j/ とふるえ音 /r/ のうち、特にふるえ音 /r/ に後続する際の /l/ の交替、すなわち /rl/ という音連続

における /l/ の交替に関しては以下の (2) に示すように先行研究間で細かい記述の相違がみられる。また、

多くの先行研究は複数形接尾辞 /-lAr/ を主に扱っており、(3) に示す他の /l/ 始まりの接尾辞は詳しく扱っ

ていない。 

 

C-1
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(2) /rl/ 連続における /l/ の交替に関する先行研究の記述 

先行研究 記述 

① Hebert and Poppe (1964: 18)、 

  Kasymova et. al. (1991: 101) 

・/-lAr/ にのみ言及。/l/ は有声子音に後続した場合 /d/ に交替する。 

（特記などないことから、この「有声子音」には /r/ も含まれていると

読み取れる。なお、/rl/ における交替の具体例はない。） 

② Landmann (2011: 5) ・/-lAr/ にのみ言及。/rl/ の /l/ は交替しない。 

③ Kara (2008: 15) ・/-lAr/ の /l/ は交替しないが、それ以外の接尾辞の /l/ は交替する。 

④ Zhu (2018: 469-470) ・/-lAr/ では交替しない。   ・/-lIk/ では交替する。 

・/-lA/ では交替した形式としていない形式の両方が確認される。 

⑤ Kirchner (1998: 346) ・接尾辞初頭の /l/ 全般に関して、直前が有声子音の場合 /l/ は /d/ 

に交替する。しかし、/rl/ では交替しない形式も時々好まれる

（sometimes preferred.）。 

 注 1：/jl/ における交替に関して Hebert and Poppe (1964: 18) と Kasymova et. al. (1991: 101) と Kirchner 

(1998: 346) は /rl/ と同じ記述をしている。また Kara (2008: 15), Landmann (2011: 5), Zhu (2018: 

469) はいずれも /jl/ では /l/ は交替しないと述べている。 

 注 2：このように記述が異なる要因として、各先行研究が別々の方言を扱ったため、というのが考え

られる。しかし、Zhu (2018) 以外は文法概説書の性格が強く正書法への言及もある。このことか

らそのどれもが地域方言ではなく一般的、かつ標準的なキルギス語を扱う方針のもと刊行された

と考えられる。また Zhu (2018: 468) は自身のデータは Hebert and Poppe (1964) に基づくと述べて

いることから、両者のデータは同じものということになる。これらのことから方言の差異により

記述に相違が生じたとは考えにくい。さらに、庄垣内 (1988: 1421) にはキルギス国内の方言には

音韻面にそう大きな違いはみられないという記述もある。 

 

(3) /-lAr/ 以外の /l/ 始まりの接尾辞（4 種類）、以下の例では下線部が当該の接尾辞である。なお、発表

者の知る限りでは (1c-g) の環境におけるこれらの /l/ の振る舞いは /-lAr/ と同じである。 

 

 a. /-lAʃ/ 同族名詞派生接尾辞：名詞に接続し、“同じ～の者”という意味の名詞の派生を担う。 

      例 sanaa“考え” →派生：sanaa-laʃ“同じ考えの者（共感者）” 

   ajɯl“村”  →派生：ajɯl-daʃ“同じ村の者” 

 b. /-lIk/ 名詞形容詞派生接尾辞：名詞、形容詞に接続し抽象名詞、形容詞の派生を担う。 

      例  ene“母”  →派生：ene-lik“母であること（母性）” 

   akim“行政者”  →派生：akim-dik“行政の、行政局” 

 c. /-lUU/ 形容詞派生接尾辞：名詞に接続し形容詞の派生を担う。 

      例  baa“価値”  →派生：baa-luu“価値のある（高価な）” 

   ʤɯldɯz“星”  →派生：ʤɯldɯz-duu“星のある” 

 d. /-lA/ 動詞派生接尾辞：名詞に接続し動詞語幹の派生を担う。 

      例  ʤaza“罰”  →派生：ʤaza-la“罰する” 

   ak“白”  →派生：ak-ta“白くする” 

 注 3：/-lAr/ は基本的に (3a-d) の接尾辞に後接する接続順をとる。 (3a, b, c) については /sanaa-lAʃ-
lAr/“共感者たち”、/oʃ-lIk-lAr/“オシュ（地名）出身の者たち”/akʧa-lUU-lAr/“お金をもつ者た

ち”のように直接接続可能である（(3c) では名詞へのゼロ品詞転換が生じている）。(3d) につい

ては /ʤaza-lA-ɡAn-lAr/“罰した者たち”のように分詞接尾辞（-ɡAn）による品詞転換を通して後
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接しうる。この順序が逆になっている例としてコンサルタント A 氏（後述）からは /ʤɯldɯz-

lAr-lUU/ [ʤɯldɯz-dar-duu]“複数の星のある”という語例が一つ示されたが、他の話者ではこれ

を認める者はなく、また A 氏もこれ以外の /-lAr-lUU/ を含む語例は認めないとのことだった。 

 

本研究ではこの /rl/ における /l/ の交替の実態を明らかにするため、(3) の 4 つの接尾辞と /-lAr/、すなわ

ち計 5 つの接尾辞を対象とした調査を行った。その結果得られた知見は以下の 2 つである。 

 

(4)  a. 接尾辞側に関して：/rl/ における接尾辞初頭の /l/ の交替は、義務的ではなく随意的なものであ

り、かつ派生接尾辞にのみみられる。 

 b. 接尾辞接続先に関して：/rl/ における /l/ の交替は随意的であるものの、派生接尾辞 /-lIk/ をみる

限り、「動詞語幹-Ar」が接続先である場合、交替は不活性化する。 

 

以下、本研究で行った具体的な調査内容について述べる。 

 

2. 調査 1―接尾辞の種類と交替の有無に関して― 

調査票作成にはキルギス語-英語辞書である Krippes (1998) を用いた。Krippes (1998) では語幹に (3) の接

尾辞 a. /-lAʃ/, b. /-lIk/, c. /-lUU/, d. /-lA/ のいずれかが接続したものが見出し語としていくつか掲載されている。

そして /r/ で終わる語幹では異なり語数で 70の語幹に上記 4つの接尾辞のいずれかが接続した形が見出し語

として掲載されていた。以下の (5) にその見出し語の一部を示す。(5) からわかるように、表記上 /-lIk, -lUU, 

-lA/ では交替した形式と交替していない形式の両方が混在していた。また、/-lAʃ/ に関しては交替した形式
のみが記載されていたものの、boor-doʃ については別のキルギス語辞書である Judaxin (1965) では交替して

いない boor-loʃ が併記されていた。 

 

(5) Krippes (1998) 内の見出し語表記の内訳と例 

接尾辞と語例の内訳 例（紙幅の都合上最大 3 例ずつのみ示す。） 

a. /-lAʃ/
 

/d/：2 例 boor-doʃ“血のつながった親戚”ʤer-deʃ“同郷の者” 

/l/：0 例  

b. /-lIk/

  

/d/：23 例 asker-dik“軍役”bir-dik“団結”planetar-dɯk“惑星の”  

/l/：5 例 kanaattanar-lɯk“満足いく”talapker-lik“立候補”ømyr-lyk“永遠の” 

c. /-lUU/ /d/：16 例 kar-duu“雪のある”sabɯr-duu“我慢強い”ʤamɡɯr-duu“雨のある” 

/l/：6 例 kastar-luu“倹約的”kumar-luu“無謀な” ajɡɯr-luu“馬をもつ” 

両方記載あり：3 例 kajɯr-d/luu“徳のある”zar-d/luu“悲しい”ønør-d/lyy“才能のある” 

d. /-lA/ 

 

/d/：12 例 kir-de-t“汚す”tor-do“繕う”dajar-da“準備する” 

/l/：11 例 kabar-la“知らせる”ʤabɯr-la-n“苦しむ”naʧar-la-n“弱くなる” 

注 4: d. /-lA/ は使役形接尾辞 /-t/、再帰形接尾辞 /-n/ などの態接尾辞が /-lA/ に接続したものも含む。 

 

 調査 1 では Krippes (1998) から得た /r/ で終わる 70 の語幹を 4 名の母語話者に提示し、先の 5 つの接尾辞

（/-lAʃ/, /-lIk/, /-lUU/, /-lA/, /-lAr/）が接続可能かどうか、また接続するとしたら接尾辞がどのように実現する
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かを尋ねた（ただし /-lAʃ/ については一部未調査）。以下の (6) に母語話者の情報を示す。 

 

(6) 第二発表者：女性、1978 年生まれ、ナルン市出身 

 A 氏：男性、1986 年生まれ、ナルン市出身 

 B氏：男性、1981 年生まれ、ナルン市出身 

 C氏：女性、1949 年生まれ、ビシュケク出身 

 

 調査は 2021 年 1 月より、全てオンラインで行った。第二発表者への調査は第一発表者が、A, B, C 氏への

調査は第二発表者が行った。なお、今回の母語話者は全員キルギス北部出身であり、庄垣内 (1988: 1417) と

Kirchner (1998: 344) によればキルギス北部方言を基礎としているのがキルギス標準語であることをここで述

べておく。以下の (7) に各母語話者の調査結果を示し、観察結果を (8) に示す。 

 

(7) i. 第二発表者 

               接尾辞と回答総数 

/l/ の実現 

/-lAʃ/: 2 /-lIk/: 38 /-lUU/: 38 /-lA/: 36 

 

/-lAr/: 36 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数 2 (2) 31 (2) 28 23 0 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。 0 0 0 1 0 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数 0 7 (2) 10 (4) 12 (2) 36☆ 

 ii. A 氏 

               接尾辞と回答総数 

/l/ の実現 

/-lAʃ/:  

未調査 

/-lIk/: 33 /-lUU/: 49 /-lA/: 50 

 

/-lAr/: 63 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数  20 (2) 36 (4) 38 (5) 0 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。  1 0 0 0 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数  12 (5) 13 (4) 12 (3) 63☆ 

 iii. B氏 

               接尾辞と回答総数 

/l/ の実現 

/-lAʃ/: 2 /-lIk/: 41 /-lUU/: 48 /-lA/: 30 /-lAr/: 67 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数 2 (2) 12 (2) 9 (4) 16 (2) 0 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。 0 0 0 0 0 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数 0 29 (19) 39 (31) 14 (7) 67☆ 

 iv. C氏 

               接尾辞と回答総数 

/l/ の実現 

/-lAʃ/:  

未調査 

/-lIk/: 32 /-lUU/: 49 /-lA/: 52 /-lAr/: 63 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数  17 (2) 38 (8) 34 (7) 0 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。  1 1 6 0 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数  14 (5) 10 (5) 12 (6) 63☆ 
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(8) 観察結果 

 a. (3) の接尾辞（/-lAʃ/, /-lIk/, /-lUU/, /-lA/）に関して： (7) の ( ) 内数字、および 「/l/ と /d/ を同程

度に用いる。」に示すように、両方が許容されるものがあった。また下の (9) に示すように話者

間、話者内で交替の有無に差異がみられた。 

 b. /-lAr/ に関して：全ての母語話者で全て /l/ で実現した（表中☆付きの数字）。 

 

(9) a. 話者間の差異：話者によって交替の有無が異なる。 

  例 /asker-lIk/“軍役”   第二発表者: /d/  A, C 氏: /l/ 

    /kabar-lUU/“知らせのある”  第二発表者、B 氏: /l/ A, C 氏: /d/ 

 b. 話者内の差異：同じ語幹であっても、接続する接尾辞によって交替の有無が異なる。 

  例 第二発表者 zar“苦しみ” zar-lɯk, zar-duu 

    A 氏 ømyr“寿命” ømyr-dyk, ømyr-lyy 

    B氏 ɯzɡaar“寒さ” ɯzɡaar-luu, ɯzɡaar-da 

    C氏 sabɯr“我慢” sabɯr-lɯk, sabɯr-da-n 

 

(10) (8a) に対する本発表の解釈：/rl/ における /l/ の交替は随意的である。 

 (8b) に対する本発表の解釈：交替がみられた (3) の接尾辞（/-lAʃ/, /-lIk/, /-lUU/, /-lA/）は全て派生接

尾辞であり、一方で交替がみられなかった複数形接尾辞 /-lAr/ は曲用に関わる点で屈折的である

ことから /rl/ における /l/ の交替は派生接尾辞でのみみられるということができる。 

  →総括：/rl/ における /l/ の交替は、義務的ではなく随意的なものであり、かつ派生接尾辞にのみ

みられる（＝(4a)）。 

 

3. 調査 2―接続先の種類と交替の有無に関して― 

調査 2 では接尾辞接続先の形態構造の違いに着目する。特に、/rl/ における /l/ の交替の有無に (11) のよ

うな何らかの形態論的情報が関連しているかを調査する。 

 

(11) 日本語の漢語における /p/ の交替：語境界（＋）の有無による差異（Ito ̂ and Mester, 1996: 34-35） 

 語境界なし：/haN-patu/ → haN-patsu “反発（はんぱつ）” 

 語境界あり：/siN＋patu-mei/ → ʃiN＋hatsu-mei “新発明（しんはつめい、*しんぱつめい）” 

 

 調査 2 では /-lIk/ についてのみ調査を行った。これは派生接尾辞の内、/-lIk/ のみが複数の異なる形態構造

に接続するためである。具体的には /-lIk/ は以下の (12) に示す 3 つの形態構造をその接続先とする。(12b) 

の /-ker/ は“～する者”という意味の名詞を派生する接尾辞、(12c) の /-Ar/ は al kel-er“彼は来るだろう”

のように動詞語幹に接続し非確定的な未来を表す。またこの「動詞語幹-Ar」という形式は kel-er ubakɯt“来

たる時”のように分詞として名詞を修飾しうる。 

 

(12) 接続先の種類と /-lIk/ の接続した例 

 a. 名詞語根  bir“一”   /bir-lIk/“団結” 
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     baatɯr“英雄”  /baatɯr-lIk/“英雄的な（こと）” 

 b. 名詞語根-ker ajla-ker“ずるい人” /ajla-ker-lIk/“ずるい人のような（こと）” 

     talap-ker“立候補者” /talap-ker-lIk/“立候補” 

 c. 動詞語幹-Ar  ajt-“言う”  /ajt-Ar-lIk/ “言うべき（こと）” 

        kylky keltir-“笑いをもたらす”/kylky keltir-Ar-lIk/“笑いをもたらすような 

            （こと）” 

 

 調査に当たっては、まず辞書（Krippes 1998、Judaxin 1965、Akmatalijev et.al. 2011）から (12b, c) に該当す

る語をそれぞれ 18 語、48 語抽出した。そして調査 1 と同様の調査を (6) の母語話者に対して行った。なお、

調査 1 の /-lIk/ のデータはその多くが (12a) に該当するものであったが、(12b, c) に該当するものがそれぞ

れ 5 例、1 例あったため、それらを抜き出したものを (12a) のデータとした。また抜き出した 5 例と 1 例を

それぞれ (12b, c) に加えた。このような再整理をした上での回答結果を以下に示す。 

  

(13) i. 第二発表者 

           接続先の種類と回答総数 

/l/ の実現 

(12a) 語根-lIk: 32 (12b) -ker-lIk: 20 (12c) -Ar-lIk: 48 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数 28 (2) 8 (2) 0★ 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。 0 0 0 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数 4 (1) 12 (5) 48 (2)☆ 

 ii. A 氏 

           接続先の種類と回答総数 

/l/ の実現 

(12a) 語根-lIk: 27 (12b) -ker-lIk: 22 (12c) -Ar-lIk: 47 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数 16 (2) 7 (2) 4 (2)★ 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。 1 5 0 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数 10 (3) 10 (8) 43 (13)☆ 

 iii. B氏 

           接続先の種類と回答総数 

/l/ の実現 

(12a) 語根-lIk: 35 (12b) -ker-lIk: 20 (12c) -Ar-lIk: 47 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数 11 (2) 1 2 (2)★ 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。 0 2 1 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数 24 (16) 17 (12) 44 (33)☆ 

 iv. C氏 

           接続先の種類と回答総数 

/l/ の実現 

(12a) 語根-lIk: 26 (12b) -ker-lIk: 21 (12c) -Ar-lIk: 47 

/d/( ) 内数字はうち /l/ も聞くとコメントありの数 13 (2) 7 4 (1)★ 

/l/ と /d/ を同程度に用いる。 1 1 0 

/l/ ( ) 内数字はうち /d/ も聞くとコメントありの数 12 (3) 13 (3) 43 (5)☆ 
 

全ての話者に共通する特徴として、(12c) では /d/ の回答数が少なく、/l/ の回答数が多いという結果が得ら
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れた（表中★☆部分）。これは統計的にも支持される。(12a, b, c) それぞれに関して、各話者の回答の偏り、

および 4 名の回答の総和の偏りについてカイ 2 乗検定を行ったところ、(12c) でのみ各話者、および総和の両

方で /d/ と /l/ の回答の間に有意な偏りが観察された（第二発表者：χ2 (2) = 96.01, p < .01、A 氏：χ2 (2) = 72.05,  

p < .01、B氏：χ2 (2) = 76.90, p < .01、C氏：χ2 (2) = 72.05, p < .01、総和：χ2 (2) = 315.55, p < .01）。本発表では

この結果を以下のように解釈する。 

 

(14) 調査 2 の結果に対する本発表の解釈：/rl/ における /l/ の交替は随意的であるものの、派生接尾辞 /-

lIk/ をみる限り、「動詞語幹-Ar」が接続先である場合、交替は不活性化する（＝(4b)）。 
 

4. 今後の課題 

・/-lAr/ と /-Ar/ は共に屈折接尾辞→「屈折接尾辞以降では /rl/ の /l/ は交替しない」と一般化できるか？ 

・他の子音交替（対格接尾辞 nI→ dI/ C-__ 等）との差異、および他のチュルク諸語との差異も視野に入れた

音韻文法モデルの構築。 
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